











CI i n ica11m p I icatio n of Protein Levels of I L・5in Induced Sputum in 
Asthmatic Patients 
(気管支鳴患患者における誘発曙療中IL・5測定の臨床的意義について)












































めた。また唱・疾 1-清はー700Cで保存し，後日上清中のeusinophilcationic protein (以卜-ECP)をradiui-
mmunoassay kitで. IL-5をenzymeimmunoassay kitで各々測定した。血清中のBCP値も同時に測定
しfこ。
その結果，端息患者の略疾巾好酸球%.暗疾中ECPfIi'{.曙疾中IL-5濃度は健常人に比べ有怠に高値を示
した。また唱・淡rj・2好酸球%と昭疾中ECP値とは正の，曙疾中前L酸球%及び暗疾中ECP値と 1秒ギとは負の
相関を示した。瑞息患者の血清巾ECP値は健常人に比べ有意に高値を示したが呼吸機能とは相関しなかっ
た。哨息忠者群で唱妓中IL-5濃度の高い群は.低い群に比べ略疾中好酸球%が有意に高く，曙疾中ECP備
も有意に高値であり，予測値1秒率は有意に低かった。しかしアトピー群と非ア卜ピー群で略疾中IL-5濃
度に有志な差を認めなかった。
以 Lの結束より誘発略疾中IL・5濃度は，アトピー.Jドアトピーに関わらず気管支端息患者の好酸球性気
道炎慌の程度を反映しており，その良い指標となることが本研究により示され.今後この領域の研究に寄
与する点は少なくないと考えられる。よって，本研究者は，博士(医学)の?ー位を授与されるに値するも
のと認められた。
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